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ドルベド族（同上書55－57頁）（オブス県）
＜農耕＞
　オイラートモンゴル人たちの生計の一つの進歩は、かなり古くから農耕を営み、経験と知識を有していることである。一般に、山岳地域に分布している遊牧民の生計の歴史を見れば、牧畜のみならず、牧畜を中心に営むとともに他の副業を経営すると同様に農耕を並行させてきたことは、普遍的な現象である。この法則に関して、モンゴル人も例外ではなかった。
　ドルベドたちが農耕に従事してきた主要な場所は、かなり湿潤な気候をもつ、山の褐色土および山の黒茶土のある、シーレム・ハルヒラー山の東斜面や低い平地であり、小川に沿って位置している。また、この地域には農耕の数百年の歴史があり、それを生活の糧としてきたホトンたちの農耕も隣接して発展してきた。しかし、ドルベドのゴビ的な南の地域であるザブハン川の左側、ヒャルガス湖の盆地あたりでは、農耕が見られない。
　アルバイarvai大麦（毛のある穀物）、ホジゴルkhojigor裸麦？[＝禿の意]（裸の穀物）と少量のボーダイbuudai小麦（白い穀物）を栽培していた。当該地の農耕は、山岳地帯の灌漑農耕に属する。したがって、気候が温暖な低地と比べると、多様な作物の栽培には適していなかった。言い換えれば、遅く暖かくなり、早く寒くなる独特な気候が強く影響していた。
　ドルベドは、鉄の先端をもつ木製の犂anjis（現地語でangis）で耕し、おもに去勢ウシ（現地語でツァルtsar）またはラクダに牽引させていた。耕起には2 ～3 人が参加し、1人は去勢牛(もしくはラクダ)を誘導し、もう１人が犂を操作する。土地（現地語でtarig[畑]）をあまり深く耕してはいなかった。十分な収穫が得られていたことから判断すると、あまり深く耕す必要はなかったのであろう。畑を用意するにあたって、距離をあけて「タグトをする[平地を用意する]」、距離をあけずに「鼻をする[畝を作る]」、そして耕していた。梅を作って耕した後、畝に沿って、木製の箱もしくは小さな袋から種子を出して播く。種子を入れた入れ物を肩にかけ、前に播いて、歩きながら播く。播いた後に種を埋めるために、土の塊を砕く目的で、ニールブーniilbuuを曳いていた。これが軽くなるように、もっぱらポプラの幹を取ってその枝を払って両端をきれいにし、ボルbul（鐙のこと）をはめて、ウシかラクダに回転させながら曳かせた。
　畑の灌漑には、「ボフ[種牡牛]」というショードー[水路]で灌漑する方法を広く用いていた。河川から耕地に沿って引いた最大の水路を「ボフ[種牡牛]」といい、そこから畑ごとに分流させた細い水路を「アリグ」と呼んでいた。アリグをさらに分枝して、「チフ[耳]」を掘って、耕地全体に灌漑していた。新しい耕地を耕し、水を引くなどの農作業は、農耕を営む特定の集団の間で一定の習慣で決めていた。言い換えれば、同じ生計目的をもつ数世帯を統率する、耕地区画angi tarigの責任者ゾミヤーzumiyaといった人たちが仕切っていた。
　畑を5回にわたって灌漑するため、「畑には5回の水、人には10回の月[妊娠期間]」という諺がある。まず耕す前に、「ガザル・オス[土の水]」を与えて、その場所を水に浸してやわらかくする。これは、土地を耕し、種が発芽するために重要な意義をもつ灌漑である。その後、耕起して播種する。土の表面が乾燥してきたら、「ハル・ショローン・オス[黒土の水]」、その後に短い間隔で「ゲゼグ・オス[辮髪の水]」を与えていた。なかなか発芽しない場合や、芽が枯れそうになったときに与える。また、「シャンハグ・オス[●の水]」、最終的に「ハドール・オス[鎌の水]」を与えて、実が熟するのを向上させる。その数日後に収穫する。ドルベドとホトンの農耕文化で興味深いことは、最初の「土の水」に関連して「氷の種牡牛」と呼ばれる水路を掘ることである。これはハルヒラー川の耕地にだけ見られる。これを掘るとき、氷を溶かしてハロー・ツァツァハ●し、氷の下から水の流れを引く、それをウヘグ・テビフ●する。このように、純粋に地元生まれの生業の知識の興味深い伝統があったのである。
　穀物を収穫し、脱穀する広場を用意する等は、この生計活動の重要な部分である。秋に穂が黄色になり、茎が白くなったら、収穫の合図である。その茎がまだ青みがかっていると、未だ完全に熟していない証拠である。耕地が平らでなく、窪地や凹凸があると、水のたくさんあるところでは熟するのが遅れる。したがって、丁寧に平坦にしていた。穀物を鎌haduurや刀hutagやキール（刀）で収穫する。収穫後、世帯ごとに、ハラム[脱穀機の置かれた脱穀場]の上に、丸く並べて置き、木製熊手でひっくり返し、約1週間乾燥させて脱穀する。脱穀するには馬、去勢牛あるいは去勢ヤクに踏みつけさせた。家畜が踏みつける時、穀類の茎の下方をハラムの中心[へそ棒]に向け、脱穀する時にハラムから出てきた穀物は4つの歯をもつ熊手で中に入れる。馬や去勢牛をハラムの中央の棒[へそ棒]につないで、背後から追って踏みつけさせる方法が一般的であった。こうして馬や家畜をつないで追うことを、「ホシ・トーフ[●追う]」と呼ぶ。ハラムの上に（踏みつけたあと）、残っている穀物のサム[茎や枝]もまた4歯の熊手で外へ取り出す。あるいは、穀物を木製シャベルでハラムのそばに積み上げる。早朝の風（ジラン）が吹く時、風に向かって積み上げた穀物を空いているハラムの方に投げ上げてゴミを払った。脱穀する時は必ず2つのハラムを近くに作る。1つのハラムからもう1つのハラムに穀物を投げると、一番向こうに穀類、手前にヘルゼンherzenもしくはhersen（小さい丸い黒いもの）、ヘベグhebeg[皮]は一番手前に落ちる。このヘベグとヘルセンを赤いハルガナ製の箒で外へ掃き出す。脱穀した穀物はおもにラクダの毛で作った、オルモグormogという袋に入れて家に持ち帰り保存する。
　世帯の条件に応じて、裸麦とりわけ大麦を何度か脱穀し、きれいにしたあと粉にしていた。大麦を乾燥した状態でたたき、ふるい、さらに湿らせてたたくことを「タリャー・ウスレフ[穀物を散髪する]」という。このように毛をとりわけ再度きれいにして、炒った後、混入している小石やヘルゼンを除去する。さらにたたいて皮を除去する。皮はイヌや家畜に餌として与える。例の裸麦は炒ってたたいて、その後にふるって石臼teeremで挽いて粉にする。穀物を脱穀するには数段階の作業があり、温めて煎る、加湿する、たたく、風で飛ばすなどの方法を合わせて用いることが観察された。穀物を食用する最終段階は、挽いて粉にすることである。世帯ごとに石臼を自分で作っていた。いまもこの伝統は絶えてない。
　生計のどのような部門でもその発展を示す指標は道具の名称である。ドルベドの農作業の場合、近隣集団の間で一般的に普及していた鉄の先端をもつ木製犂を、現地のことばでオイムス（靴下）ウデール●と呼んでいた。これは、皮ひもでつないで、犂の表に犂をひっぱる「矢の木」を設け、片方の先端にラクダのホムや、牛のヤンギャ●の両端から出た短い紐につなぐ。犂の木製部分をすべて自分たちで作り、ただし少数の地元の職人が鉄の先端を作っていた。
　
＜採集＞
　ドルベドの生計において、食用の野生植物の採集は非常に小さな位置にとどまる。従来、研究者はあまり注目してこなかったし、関連情報も非常に少なかった。乳製品や肉食に加える、野生の穀類に関しては、この地域では稀である。と同時に、とくに穀物をそれなりに自給していたので、採集に関心をもつほどの具体的な理由がなかった。
　ドルベドは、知る限り、肉食に加える食材として、山岳丘陵地域ではネギ類、ゴビ地域では「強いターナ」「水のターナ」という2種類のターナを摘んでいた。ネギの種が落ちる直前に、棒で掘って日陰に干す、あるいは冷凍して保存する。ネギは、小麦粉料理や、内臓料理や、ハムの調味料として好んで用いられた。2種類のターナは、手で摘み、アールツにまぜて、乾燥させて、これを砕いて粉にし、スープ料理の調味料として用いられた。
ウールド族（同上書110－113頁）（ホブド県）
＜農耕＞
　ホブド、ボヤント川流域周辺で農耕していた伝統はかなり昔からのものである。
　19世紀から20世紀にかけて、ウールドたちは、北ハルオス、ショラグ、ホンギオン川の合流地帯、ツァガーンモドン、ゴールサン、バンディ、ツァン、ビトゥーエレグ、ボージョーン谷より上下、ホブド川流域の肥沃な土地で耕作をしていた。上述の地では、風がなく、温暖で、日当たりがよく、山に囲まれて、湖や川に囲まれており、湧き水や河川水、植生に恵まれていた。ウールドの農作業は基本的に3段階に組織される。
1） 耕地を選び、土地を耕し、水を引き、水路を引き、種を播く
2） 収穫する
3） 脱穀する
という基本作業によって成り立つ。
　農作業は4月末ないし5月初めから始まる。耕地としては、やわらかく、褐色土壌で、平坦なオープンスーペースを選ぶ。その後、整地し、四角に区切り、区画の周りに土を高く盛って囲い込む。その中に水を入れる。そのまま1～2日しておく。土壌を全体的に均一に浸す。そして、手鋤に馬、ラクダ、去勢牛のいずれかをつないで、おもに家庭内の労働力によって耕す。耕起の後、露出した植物の茎や根、石などを除去する。こうした作業を「ドルベルネ[四角くする]」という。この作業を丁寧にすればするほど、雑草がなくなり、作物の生育がよくなる。そこに水を供給するため、川から水路を掘って水を引く。これを「ジャンジン・ボフ[将軍・種牡牛]」という。この水路を掘る作業は、農耕に従事する近隣世帯がすべて参加する。「種牡牛祭」という、水と豊作を祈り、自然をなぐさめる独特の習慣がある。この水路から、各世帯が分枝を引く。その水路はもっぱら世帯主の名で命名される。
　ウールドは、大麦、青タリャー（ホジゴル）、小麦（赤）という3種の作物を栽培していた。口承によれば、降水の少ない年に、灌漑を短い間隔で行っていた。と同時に、作物の生育期間中にわたって、3～4回の灌漑を行っていた。
　生産量、土壌の肥沃度を向上させるために、耕地周辺に、春秋の季節になると移動してきて家畜を滞在させ、家畜の寝床によって肥料を与えるという伝統的なやり方がもっぱら行われてきた。これを「家畜の寝床mal-un hot」というと同時に、ラクダでボーツ[糞]を運んで播くという施肥が広く普及していた。これは、遊牧民が施肥する基本的な方法の1つである。農作業の重要な部分は収穫作業である。農耕に従事するすべての世帯が、夏営地から秋営地に9月上旬に移動した後に収穫していた。木製の柄のある手作りの鎌を持って収穫し、「ツァン[倉ないし場]」という名前の特別に作られた場所に、露天状態で穀物を下ろす。これをハルハは「ウトレム」といい、ドルベト、バヤドは「ハラム」といい、トルゴート、ザハチンは「ツァン」などと、それぞれ呼ぶ。
　すでに場におろした穀物をひっくり返しながら、数日間そのままにしておき、よく乾燥させてから、ばらして、4～5頭の馬を一列につないで、人は場の真ん中に立ち、一番近い馬の手綱を持って回す。あるいは、場の真ん中にある棒に数頭の馬を上記と同じようにつないで後ろから追う。全部の穀物を2～3日の間、踏ませて、粒を茎から外す。
　その次に、専用の敷物あるいは清掃して用意した場所で、穀物を柔らかい風に向かって木製の熊手で一定の速度で投げ上げて、ゴミを分別する。主にヒツジのなめし皮あるいはヤギの皮で作った袋に保存すると同時に、近隣の遊牧民と物々交換で手に入れた模様のある袋に入れていた。それを「カザフ袋」と命名していた。彼らは、黒っぽい大麦を重視しており、これを石臼に入れて粉にするのはそれほど好まなかった。なぜなら、挽いた粉の粒が大きく、また「ヒーテイ」（冷性）であると認識していた。大麦にはノギがあるので粉にしようとするなら、まず散髪しなければならない。
　大麦を木の箱に少しずつ入れて、長期間にわたって砕くと同時に、これを「ツォグノノ●」という。このようにノギがほとんどなくなった時点で、木の容器に入れて、何度もよくふるって、皮からはずす。「ハラルダイ●」といわれる黒い種を除去する。鋳鉄の鍋に入れて弱火で炒る。木製容器に入れてよく冷ます。再び臼に入れて砕く。皮がたくさん出てきて、更にふるいにかけて何度も繰り返し、きれいにすると散髪作業が終了する。
　既に準備できていた大麦を少しずつ臼に入れてよく砕き、出てきた粉をイルゲグirgegに入れて、何度もイルゲグする。イルゲグとは、一種のふるいであり、テブシ（皿）の入り口に合わせてある●。ふるいにかけて最初に出てくるのは、灰色であるため、「ボル・ゴリル（黒い粉）」と言い、2度目に出てくるのは白い粉であってこれを「大麦の中心部」と呼ぶ。これらすべての過程を合わせて、「穀類を選別した、選別された」という。
　大麦の中心部はおいしく、上質であると認識されており、接客用や、高齢者には乳脂肪に混ぜて供する。お茶に入れてふりまいて飲む。そして、親しい人には土産物として与える習慣もある。黒い粉はおもに子どもたちに与えるので、「子らの粉」とも呼ばれる。このように、用意した粉を分別して家畜の皮製の袋に入れて保存するほか、稀にこのような袋には装飾して4つの足に房がつけられていることもある。口承によれば、トラムtulamに保存された粉は、質がよく保たれるのみならず、散らからずに運ぶのに便利であった。
　この地域では作物を加工する作業は主に女性たちが従事していた。ウールドたちは誰の家がどのくらい穀物を収穫したかや、交換する時に主に羊鍋（ジャラブチ）、黒いおタマ（猟師鍋）を以って単位とする。
　そのため、各世帯はお互い誰の家が幾つの鍋（ハイス）を収穫したと話す。
　われわれの情報によれば、収穫の多い世帯は100～200ハイスの穀物を収穫していた。当時のモンゴル農耕を調べたロシア人研究者は、収穫の多いのは15鍋、普通5～６鍋、少なくて2～3鍋と見ていた。これから見れば、一世帯当たりの穀類はそれほど多くなかっただろう。
　一般に、ウールドの農耕は、生計上ある程度の意味を果たす重要な地位を占めていたことを指摘しておく必要があるだろう。伝統的な農耕に使用していた道具とその名称、形状は、他の地域に分布している農作業道具とそれほど違いがない。主として鉄の先端をもつ木製犂、木製か鉄製のシャベル、手鎌、杵と臼（「オール、シャーバル」）、木製のふるい（イルゲグ）、ベル、アズ、フォーク、手臼などがある。これらを当時のロシア、中国の商売人から購入するほか、自分たちで製作していた。
＜採集＞
　ウールドの採集に影響している特徴●？として、草本の食物、実と根、ベリーなどに分類することができると同時に、主に食用、調味用、治療用などの目的で利用していた。これについて簡単に述べると、モホールス、ギシューネ、甘草、マオウ、ネギ、行者ニンニク、フンフール、マンギル、キノコ、チャツァルガン、ハルマグ、バリチルガナ、トシログなどがある。
トルゴート族（同上書166－168頁）（ホブド県）
＜農耕＞
　トルゴートの生計において農耕は小さくない位置を占めていた。19世紀から20世紀の初頭にかけて、ボルガン川の周辺でまったく家畜のない、あるいは家畜の少ない人たちが、牧畜に従事すると同時に、手作業農耕を営んでいた。トルゴートたちは5月から農作業を始めると同時に、農作業を世帯ごとに分担して専業分担という形で行っている。皆に行き渡らせる水路を「ボフ（種牡牛）」という。それで水を流して耕地に順番に水を引く。トルゴートの分けられた畑への水やりを見ると、
　区分された畑を「タグトtagt」という。土地の状況に応じてタグトの大きさは20～30平方メートルで、それより大きい場合もある。タグトを区切る土手（水を流さないようにする）を「ハトラムhatram」といい、「ボフ」から水を流す水路を「アリグarig」という。アリグからタグトに向けて水を流す水路を「チケンchiken[耳]」といい、水を流すことを「耳を蘇らせる」という。1つのタグトの水は、平地で１トー[指尺]あまり[約20センチ]程度の深さがあり、たくさんのタグトに順番に灌漑されて全体に行きわたる。
　タグトに引かれた水が定着する期間は、場所によって6昼夜であり、場合によってはそれより短い。非常に土壌の固い場合や、厚くて粘着な土壌の荒地には長期間にわたって水を張っておき、薄い土壌で砂利まじりのところには48時間水を張る。これらに対して農民たちは、基礎が良い、基礎が薄い、と区別する。このように耕して種を播くため、水をやることを「土の水」という。この水を与えてから、1～2日間寝かせて、牛馬がすべらないようにするが、過剰に乾燥させず、湿度のある段階で、去勢牛、馬、あるいはラクダに犂を曳かせて耕す。
　種が発芽し始めると（40～50日後）、2度目の水を与える。これを「黒い土の水」という。このとき芽生えた種の苗は40～50センチまで成長している。このあと約2週間以内に「辮髪の水」という3度目の水を与える。
　成長具合と乳製品の生産時期を勘案して、最終の水やりを行う。これを「鎌の水」という。この水やりは収穫前に行うので、そう呼ばれている。収穫するまでの期間は合計80～85日である。
　穀類を手鎌で収穫すると同時に、収穫作業自体を早朝から行うことはない。日が昇って地面が乾燥した後、収穫作業を始める。露の湿気のあるときに収穫すると穀類が腐敗しやすいので注意する。収穫する際に昼休みをとる。昼の茶を飲むという。収穫が終わると、1～2頭の小家畜を用意し、作業人数に応じてふるまう。収穫するとき、トルゴートではバシガチンbashigachin●も集まってくる。彼らはもっぱら貧困で、労働力が不足しており、独身、高齢、老人の子供たちである。彼らは落ち穂拾いをして、羊皮製の袋に入れて持ち帰っていた、と言われている。収穫に参加する人たちには、調理されたお茶と食べ物を腹いっぱい食べさせて、味見させる習慣がある。ただし、作業が終了した後に肉を配る時、収穫高の一番多い人が年寄りにアイラグ[どぶろく馬乳酒]、アルヒ[牛乳蒸留酒]、歌をささげる。彼らは作物と関連する祝詞を述べる。このように収穫日は祭りの性格をもつ日となる。
　穀物を2～3日の間に、家の壁の形にして丸めて積み上げる。これをテレムレフteremlehという。積み上げた穀物を収穫した後、中央に棒を立てる。この棒をキースkiisもしくはフイスhuis（へそ）といい、棒を立てることを「へそを生やす」という。この棒が、踏みつけさせ脱穀する去勢牛や馬等をつなぐのに用いられる軸となる。棒に近い馬の首から、2番目さらにその他の馬へとつないで、乗馬した少年がへそ棒につないだ馬たちを鞭でたたき、背後から追い、回す。これに用いる馬の数は、場所の面積による。穀物は最初の段階で茎が多くついているので、馬たちを速く追う。しばらく馬が疲れないうちは走らせて、茎から落とす。馬が疲れてくると、追い方を変えて、普通に追う。このとき、真ん中の馬がようやく回っているとき、端っこの馬はかなり走っている。このように穀類を茎から外すことを「イフ・サバンsavan[実]・ガルガハ」という。
　そのあと、十分にまだ踏まれなかった穂が残っているため、さらに少数の馬をつないで踏ませる。このような踏ませる作業を「トルゴイロホ」「マイフラハ」「モンドホ」などという。穂を分別したあと、木のシャベルで、茎と枝を風に飛ばすように投げ上げる。そのあとに穀物のほとんどがきれいになり、混じりものが残る。
　このような3回目の投げ上げのことを「追い出し清掃」という。ここで述べた3つの選別には、つねに風力を利用している。
　トルゴートたちは穀物を分別したあと積み上げて整理して、3方向に香をたく。日が昇る南東方向と、水路の方向すなわちアリグが取水している方向、河川が流れる方向である。
　また、脱穀済みの穀類をゲルの形にして整え、頂上をシャベルで平らにし、穀類を並べて天窓の形にする。これで全体的にゲルの形を模倣しており、穀物で作ったゲルの天窓の上に白い石もしくは氏族のタムガ印を描いて見せる。
　穀物を特別の袋で量って袋詰めをした後で、脱穀作業に参加した親族およびそのために集まった人びとに供する。これを「ヒブセンhivsen（裁断された絨毯）」という。（貧しい人には１シャベル＝1.5～2キログラム）。
　調査当時、トルゴートたちは農機具を自分たちで製作していた。場合によっては近隣地域の道具も利用している事例があった。彼らは犂の先端をポプラや柳、鉄で作り、木製の本体に木の釘で設置し、ウドという紐で固定していた。ウシと馬に犂を挽かせる道具がなかった。ウシのヤンギヤか、ラクダのホム・シャトから、皮紐をつないで引いていた。
バヤド族（同上書226－228頁）（オブス県）
＜農耕＞
バヤドたちは耕地を選択する、取得する、耕す、整地する、灌漑する、施肥する、収穫する、脱穀する、種もみを調整するといった面でたいへん豊富な知識をもっている。以下に簡単に述べよう。
　準備作業：耕地（タリグ）を灌漑する水源、耕地の高さや形を考慮しながら、場所を選定する。選定した後、そこに水を引くために、春の中の月の10日ごろに、テス川、ジョロー川の氷を割り、土が見えるまで掘り、川岸から高い土手を作り、水が流れる方にボルガス柳やゼゲス葦でふさぐ。
　耕起作業：畑の場所を、春の末の月の解凍期に耕す。主たる労働力は人間と家畜（去勢ウシ、ラクダ）、ボイトグ・アンダス（＝アンジス）[ボイトグは子供靴]などである。家畜を誘導するのが1人、家畜を追う人が1人、犂の操作をする人が1人、それぞれ分担して作業に参加する。家畜を誘導し、犂を操作するについて、バヤドたちは経験豊かである。家畜を誘導する人は一定のスピードを保ち、犂を操作する人は土壌の様子に応じて犂の深さを調整する。進行方向の障害物を避けながら、畑を耕す。
　畑を耕したあとに土の塊を砕き、平坦にするのに、「イレベルilever」という少し重みのある丸太を曳く。そのように均したあと、耕作用に分けて用意する。
　播種作業：播くのは2種類の大麦と小麦である。大麦は、ノギありと、ハゲ（裸麦）がある。農民は播種するのに、ザグノールzagnuurという器から播く（ラクダの１跡当たり5粒播く）。一握りの種を横に1歩、縦方向に2～3歩の面積に播く。また、人間の手のひらサイズの面積に１粒と換算して播種する。このように播種した１粒から70粒が実る。天水のほかに、水路を引いて灌漑するという伝統がある。この灌漑の独特な特徴は、畑に水を引く段差によって水路のランクが調整されていることである。大きな水路を「ボフ[種牡牛]」といい、分枝したものを「ソマン・ボフ[矢の種牡牛]」、「サルガツ・アリグ」「チフ[耳]・タグ」などと分けられる。
灌漑作業：バヤドの手作業農耕では、土壌の肥沃度に応じて、1度、3度、4度と分けられる。1度灌漑とは、肥沃な土壌を飽和するまで水をやり、家畜の足跡に水がたまる程度になると土地を耕して、収穫する。3度灌漑とは、耕してから、「ガザル・オス」「ハル・ショローン・オス」「ゲジグ・オス」という3度にわたって灌漑することを指す。4度灌漑とは、畑の大型イネ科植物あるいは木本植物の地下部を除去して燃やし、用意しておいた後、「ガザル・オス」「ハル・ショローン・オス」「ゲジグ・オス」と「テベグ・オス」「ハドール・オス」というように、作物の「根が出る」「芽が出る」「成長する」「成熟する」の最初を観察して灌漑する。播種してから土をかぶせて水を入れるのは7～14日する。この灌漑は、畝と畝のあいだに播かれた種に十分な水を与えるためのものである。2度目の灌漑をその1か月後に、種の発芽のために与える。次の灌漑は、前回の灌漑より、丸半月後に行う。最後に、作物が成長し、生育が完了する段階で、ハドール・オスを与える。畑に「ガザル・オス」を行き渡せるために整地する。この仕事には全員で参加する。整地するのに場所の高低を調べる。大量に水が流れると、「種牡牛」の土手が崩れることを考慮し、「種牡牛」を北[奥]、中間、先端というようにすべての場所に分ける。農耕に最も経験豊富な人が、他を率いて、大きな水（種牡牛）をホイト（北）、中、下というように流す。
見張り作業：黄色いゲルあるいは草製の小屋をたてて穀物を見張る。アイバルaivar（人型）とマノーハイ（かかし）を畑の周辺に立て、鉄砲を鳴らして鳥を追い払う。家畜の糞などで煙を出す。
収穫作業：秋に手鎌やナイフで収穫する。収穫した穀物を乾燥させ、脱穀し、粉に挽くなどの段階的に加工する。実が固くなり、色づき始めたときに、手のひらで揉んでみてから収穫する。収穫する前に、ハラムを用意する。平坦で固い場所を選び、シャベルで整地する。地面を平らにけずって、それを水で濡らし、太いハルガナや細いハルガナを箒として掃く。これはゲルに相当する面積で、そこに収穫したままを積み上げる。丸く並べ、列にして乾燥させる。乾燥しているのと、してない穀物を並べるには、穂を日に当たり、風通しのよい方に向ける。並べた穀類の中心つまりハラムの中心に、へそ棒（キイセン）を立て、並べた穀物をへそ棒から回って踏みつける。厚さに応じて●し、4頭の馬を並べて、穀物を踏ませる。最もおとなしい馬をへそ棒に入れて、その手綱をへそ棒につなぐ。長い綱をへそ棒につなぎ、馬の尾につなぎ、4頭を並べて時計回りに踏ませる。ただし、牛の場合は反時計回りにすると決まっている。子どもたちが家畜を追う作業にあたる。枝や茎を取り出し、家畜に踏まれないように気をつけながら、穀類が明瞭になることを「オルラハ（底を作る）」という。茎を取り除くと、細い「ヒエン」と実が残る。へその両サイドに穀物を積み上げる。風が吹くとき、「アイルair」（木製熊手）や木製シャベルで投げ上げる。最初に落ちてくる純粋な穀物を「額の穀類」といい、最後に落ちてくる穀類（ヒエグテイ）を「足の穀類」という。このように分類して等級を付ける。後者を別に積み上げる。積み上げた穀類に、卍を描き、シャベルを日が昇る方向に向かって指すと、恵みをもらうためにやってくる子どもたちや老人たちに「額・穀類」をささげて、「足・穀類」から１シャベル分を（服の）裾に供する。袋詰めにしてから地面を掘って貯蔵する。
粉ひき作業：食に利用するため、大麦を少量の水で湿らして皮を取れやすいようにして、砕いて乾燥させる。ふるいにかける。風に皮がとぶ。火を起こし、鍋を温め、1椀ずつ入れて炒る。フェルト付きの木製攪拌棒あるいはシュルグール（アルチョール[手ぬぐい]）で炒る。穀物を皿に入れて冷ます。再び、臼に入れて砕くと、穀物の皮が落ちて分別される。臼、容器、ホブチ●などを用いて粉に挽く。粉を皮袋トロムに入れる。
大麦の粉は腹もちがよく、茶碗に入れて茶と飲む、ウルムやズーヒーとまぜて食べる。また、穀粉を練って食べる、茶碗に入れて茶と飲む、茶碗の底に粉を入れて茶をそそぎ、なめる、などの方法で穀粉を利用する。
ウリヤンハイ族（同上書285－287頁）（バヤンウルギー県）
＜農耕＞
ウリヤンハイ地域のホブド、サクサイ川流域では昔から農耕を営んできた伝統がある。この地域の農耕の方法や作物の種類などは、オイラートの人たちのあいだで17世紀に普及した農耕である。したがって、ウリヤンハイの農耕は、わがアルタイ山脈の西アルタイのエルチス、オロンギーンサブ、イリ河、ハミの境に見られる「アリグ」すなわち灌漑農業の一部である。
ウリヤンハイでの農耕は、代々、牧畜と並行して行われてきた。これは、農牧を複合させるだけの人力や畜力があり、商品経済に興味がある、そのような世帯であって、当時のウリヤンハイ地域の社会経済にプラスの影響があった。
ウリヤンハイの農耕について総じて論じよう。
耕作地を選定するには、第1に、水路を引く水源から500～600メートルの距離であり、また立地的に川面より低い場所であり、第2に、家畜の放牧地から離れている場所であり、日が早く当たる平坦な場所であり、第3に、土壌が長年にわたって可耕地であることを判断する必要がある。このように耕作地を選定し、土地の持主自ら労働する。春先、雪が解け始めると、犂を去勢ウシにつけて、耕作地の端から端まで直線的に耕していく。その次に、耕したところに長い丸い木でならす。すべての場所を四角く分ける。この１ショー四角を「タグト」という。すべてのタグトは１ショー[10ムー]ほどで、高く土を盛って区切られている。この盛り土を「フトロムhotrom」という。このように整地されているすべての地区に水を平均的に入れて、水路で水を流すことによって、作業が軽減される。整地したあとに、播種する。「農耕の歌」という名前の木製容器あるいは袋に、種を入れて、首からぶらさげ、片手で袋から種を取り、播く。１掌当たり4～5粒になるように播種する。種を畑の端から端まで播き、種播する人は、種を傷めないように、底の柔らかい靴をはくかあるいは裸足で播種する。種をまいたあと、3日目に最初の水をやる。これを「ゲジグ・オス、辮髪の水」という。21日後、水をやることを「ドンド・オス、中間の水」という。そのあと41日後に、その春の降水量や湿度条件に応じて3度目の水やりを行うかどうかを決める。
川から引いた水路を「種牡牛」といい、そこからタグトに引いた水路は「アリグ」という。アリグに水が流れると、すてのタグトの土手をシャベルでくずして水を入れ、水が行き渡ればまた土手をふさいで、水流を変える、という形で、すべてのタグトに水を入れる。発芽し始めた畑では、家畜の侵入あるいはその他のものから守る目的で、小屋を立てて見張る。夏営地に移動したあとも、たまに戻り、生育状況をチェックしていた。畑の1株から40～50粒の実がなればよい。20粒程度であれば「簡単な頭」でよくないとみなした。
秋の最初の月の後半に山麓から降りて秋営地に来ると、収穫作業が始まる。収穫は作物を手鎌で穂ごとに刈り取り、一束になれば結んで並べておく。そして一包みの作物を脱穀した場所に運ぶ。
脱穀する場所「ツァン[倉？]」は、およそ[直径？]）14歩であり、黄土を緻密に固め、真ん中に「キースン」と呼ばれる棒を立てたものである。このツァンの上に穀物を積み上げる。2～3日積んでおくことを「タリャー・オルツラハ、穀類を小屋のように立てる」という。そして、乾燥した穀類を並べて積んで、片方から20センチ（１トー）程度の厚さに広げて並べる。その上に去勢牛あるいは馬をつないで、内側の牛をへそ棒につなぎ、子ども1人をその上に乗せ、その他のつながれている牛たちを一定の速度で歩かせる。1人の子どもはフォークをもって牛糞が落ちないように場を清潔に保つ（3、6、9頭のウシ）。牛に踏まれて穀類の実が落ちた茎類はその場から出される。こうして脱穀が終わると、ツァンの上には茎から離れた穀類が残るので、それをシャベルでツァンの片隅に積み上げる。これを風の方に向かって木製シャベルで投げ上げると、残ったゴミや枯れ草が飛ばされる。このように穀物をきれいにし、別の場所に積む。きれいにして用意した穀類をセルヒ（3歳以上の去勢ヤギ）の皮で作ったトロムに入れて、料理に使う分とする。来年の種モミには、「オールハイ」という専用の穴に保存する。ウリヤンハイたちの主たる農耕は、他のオイラートモンゴル族と同じく、赤い大麦（モンゴルアモー）、フフタリャー、ゾルガーダイであった。
厳しい大陸気候の山岳地域では、これらの作物が淘汰を乗り越え、代々にわたって栽培され、家畜の飼料に使ってきたことはオイラートやウリヤンハイらの知恵であり、労働の果実である。
ザハチン族（同上書352－354頁）（ホブド南部）
＜農耕＞
19世紀から20世紀の境にザハチンはかなり大規模に農耕を営んでいた。ザハチンの2つの旗、ウエンチ、ボドンチ、アンギスティン川沿いのボーミン谷、ダルティン谷、ナリン谷、バルラギン川沿いのバルラギン赤い丘近辺、アンギルタド・ハリョーンの草地に農耕地が多く分布していた。
　アルタイ山脈の北斜面、ゼルレギン川の、ツァガーンアラル、オールハイ、シルゲドなどの地域で5つのソムのザハチンたちが農耕に携わっていた。
ザハチンの農耕は灌漑農業である。農作業を早春、3～4月に始めていた。畑をザハチンたちは「アンギス」（犂）と呼んでいた。アンギスを選ぶとき、土壌の色や肥沃度から「エルセンツェル・ザーラグ」と「ラータイ・ショロー」を適切と判断してきた。前者は黒土で、比較的固く、このような土に小麦大麦がよく育つと認識されている。
それから、そのつぎにアンギス[犂の語が畑に転用されている]を整地する。長方形に整地し、周辺に土を盛り、土手とし、「フトロム」を作り、「ホドラーhudraa」とする。ホドラーを小さく区切り、それを「タグト」と名付ける。アンギスを灌漑するときに、みなで川から「将軍種牡ウシ」と名付けた水路を掘り、その最初の起点にオボーを立てることと、水路を作ることを重要視するため、当該地域住民は総出で、オボーの上に木を立て、それにハダグを結び、羊のゴルガルダイ●という部位を捧げ、それらを羊の毛皮の毛のついた面で覆う習慣がある。オボーの隣に羊の丸煮を供えて、読経して、宴会ののち、みなで水路を下って、畑を分ける。
将軍種牡ウシ[水路]とアンギス[畑]のあいだに、「ソマン・ボフ、矢の種牡ウシ」という名前の水路を引き、全世帯のアンギスに水が行きわたるように開ける。「種牡牛の耳」を作り、水を入れ、ホドラーを灌漑していた。1つのホドラーは1つの耳をもつ。
アンギス・ホドラー（畑）を用意し、播種する前に、「土の水」を行き渡らせ、6～7日後に播種する。直接アンギスによって上から７～10センチを耕す。種を鳥に食べられないように、風で飛ばされないように、土を砕いてかぶせる。ラーの土壌（前述の土壌分類の後者）の場所では、7日前、砂っぽい場所では、耕起する。一般的に5月15日から6月1日のあいだに耕す作業を終えるべきだったという。
土地を耕す30日あるいは40日後に、「黒土の水」を与える。水は少量、少なめに与えるべきであり、アンジス[犂]の跡を埋まるまで水を入れていた。30日目に「砂地」、40日目に「ラータイ」を与える規則があった。水を与えすぎると農地が悪くなると言われている。
この灌漑のあと、7～10後に、「ゲゼグ水」を与える。水は十分に与えるべきである。そして30あるいは35日後に「ハドール水」を与える。このあと、20あるいは25日後に収穫作業が始まる。また、収穫する前に乾燥しすぎると穂が落ちてしまうので、穂が落ちてしまうので水を与えたほうがいい。
ザハチンが分布する地域では、作物が90～120日のあいだで熟するとみられている。収穫にあたって、作物が熟した場所から刈り取りしながら、10日間で終了する。収穫後、その場所に基本的に3年間は栽培しないで休閑する。
穂の付いた作物を「ツァング（倉）」とよび、束にして「ツァンの寝台」に積み上げる。それは、土を固めたもので、石と砂がなく、真ん中に棒が立った、円形の場所を指す。その棒を「ツァンのへそ」と名付ける。
ツァング（束）をフォークでひっくり返し、量が多い場合は10から15日、少ない場合７日から10日乾燥させる。このように穂付きの作物の一部を「ツァンの寝台」に並べておく。外側に置いた細い束の穂が内側向き、内側に置いた束の穂は外側向きに、交互に置く。ゾーザイ（茎の上のほう）で結んでへそ棒につないだ数頭の馬で回して歩かせて、ツァンを踏ませる。
ツァンを踏ませるときにまた風に向かってフォークをいれながら脱穀する。デルスの箒で脱穀した穀物をへそ棒の南側に積み上げる。家主が穀物の頂上をならし、上に家紋を書き、その模様を自分の倉敷で押し、その上に白い石を置く。そのような興味深い習慣があった。そして、農民たちはお茶を飲み終わって穀物を袋詰めする。最初の3シャベルは必ず、新しいヤギの皮袋に入れて保存する習慣があった。残りの雑混じりの穀物は「ヒブセン」と言い、「ヒブセンを分け与える」と言って主人から他のすべての人びとに１シャベルずつ裾に入れて分け与えた。またへそ棒を倒すときに、穴に必ず穀類を入れて主人は祝詞を述べる習慣があった。
作物の種類は、主としてノギのある麦[大麦]であった。家畜の飼料として小麦、ショモール、ワンドゥイ[豆]を栽培していた。作物の先端をトゥルーturuu[穂]と言い、それを特別な場所に穴を掘って保存すべきである。
穴を掘って貯蔵することについて。山麓でそれほど日差しが届かない場所に、豊作で入れ物が不足するときに、穀類を穴に保存していた。穴を四方形に掘り、そこに乾燥させた穀物を折れて貯蔵していた。
農具としては、アンジス（犂）、鎌、シャベル、ジョートー[●頭、雑草取り用の鎌]、穀類用袋、挽き臼、熊手（フォーク）、デルスの箒などが使われてきた伝統がある。
ミャンガド族（同上書391頁）（オブス県）
G.E.グルム・グルジュマイロや、C.J.ジャムツァラノたち研究者は自著でミャンガドたちは農耕をしないと記録している。
19世紀末、ホブドのアンバンの命令で、ウールド、ザハチンの旗とともに、ミャンガド旗から穀物を収穫する時期に、「無賃男性」という大勢の人びとを供出し働かせた。あとえば、ミャンガドから5世帯、ウールドから5世帯というように「無賃男性」が乗馬して畑に行き、鳥たちを追い払い見張り役をしていた。
私たちの調査によると、20世紀の初頭に、ミャンガドたちはそれほど農耕を営んでおらず、ソンドイリン川の末端に数少ない人びとが小規模の畑を作り個人的に収穫をしていた。
ミャンガド族の出自と歴史の研究に貢献した、ボショグトサンダクの父親であるシャルボホという人がソンドイリン川で初めて農耕をしたという歴史があるという。
それはともかく、ヤダムジャブ、サンジグンの時代からミャンガドたちは農耕をしていたということはあるまい。しかし、ミャンガド旗の富裕な人びとと寺院の財産管理人は、毎年キャラバンによってオランゴム、オブスのホトンたちから1年分の需要を満たす大麦の穀類と穀粉を購入して利用していた。
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